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1. はじめに 

 

三重大学では、「学生支援サミット」と名付けたイベントを毎年開催しています。これは、

今後の三重大学の学生支援のあり方に関するビジョンを、学生・教員・職員がともに描き、

共有し、それに基づいて三重大学の今後の学生支援のあり方を検討する目的で、平成 24 年

度より始まりました。毎回、テーマを設定し、参加者はグループに分かれて意見を出し合い、

それを全員で共有します。 

本年度の「学生支援サミット 2023」は、テーマを「ポストコロナ期のメンタルサポート

について～三重大生が充実したキャンパスライフを送るには～」に設定し、ポストコロナ時

代に移行する中での大学生のメンタルサポートのあり方について、学生と教職員が主体的

に検討する機会として、本サミットを開催しました。今回は、対面を基本とした「顔の見え

る大学生活」に戻りつつある一方、対面での大学生活への戸惑い等、大学生のメンタルヘル

スに関する課題がある中、三重大学の現状を共有しつつ、三重大生が充実したキャンパスラ

イフを送るための企画やアイデアについて、学生と教職員が協働してディスカッションを

行うというイベントを開催しました。本報告書は、この活動と成果をまとめたものです。 

サミットにおいて提言された意見やアイデアを多くの方に知っていただき、学生生活環

境の充実をはじめ、三重大学の発展の寄与につながる資料としてご覧いただけることを心

よりお願い申し上げます。 

また最後となりますが、学生支援サミットの企画・運営に関わりご協力を頂いた皆さま、

当日参加し貴重なアイデアを出して頂いた学生・教職員の皆さまに厚くお礼申し上げます。 

 

学生総合支援機構 

学生活動センター 
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2. 学生支援サミット 2023 概要 

 

○ 趣旨 

年に一度、三重大学の学生・教員・職員がともに大学をより良いものとして行くために協

働して議論を行う機会として開催している。本年度は、テーマを「ポストコロナ期のメンタ

ルサポートについて～三重大生が充実したキャンパスライフを送るには～」に設定し、ポス

トコロナ期におけるメンタルサポートや三重大生のキャンパスライフの充実化に向けたア

イデアついて考える機会として、サミットを開催した。 

 

○ 目的 

ポストコロナ時代に移行する中での大学生のメンタルサポートのあり方について、学生

と教職員が主体的に検討する機会とする 

 

○ 当日の内容 

 まずは全体として、学生支援サミットの概要や当日の流れ等について説明を行った後、

『ポストコロナ期におけるメンタルヘルス』について、保健管理センターの谷井久志先生に

ご講演いただいた。その後、話題提供の内容等を踏まえて、グループごとに討論・検討して

もらうトークテーマを提示した。 

続いて、学生及び教職員で構成されたグループに分かれて、提示されたトークテーマに関

するディスカッションを行った。ディスカッションの中で出た意見やアイデア等は、グルー

プごとにパワーポイント資料にまとめ、各グループからの報告発表を行った。最後に、報告

内容を踏まえての全体でのディスカッションが行われた。 

 

○ 主催 

三重大学 学生総合支援機構・学生活動センター 

 

○ 日時 

2023 年 9 月 28 日（木）13:00 ～ 16:00 

 

○ 開催場所 

三重大学地域イノベーション研究開発拠点 3 階 地域イノベーションホール 

 

○ 参加者 

 学生については、各学部への参加依頼等を通して募集した結果、合計 44 名の参加エン

トリーがあった。教職員については、学生総合支援機構や学務部等の関係教職員、合計 18

名が参加した。 
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○ 当日のスケジュール 

13:00〜13:10（10 分） 開会の挨拶 三重大学学長 伊藤正明 

13:10〜13:40（30 分） 【導入】 

・学生支援サミットの概要や活動内容の説明（担当：風間） 

・講演『ポストコロナ期におけるメンタルヘルス』（保健管理セ

ンター教授 谷井久志先生） 

13:40〜14:40（60 分） 【各グループでの活動内容】 

・メンバー間の自己紹介 

・トークテーマに関するディスカッション 

・全体報告に向けた内容のまとめ 

14:40〜15:50（70 分） 【活動報告と全体での質疑応答】 

・各グループでの活動報告（5〜10 分×8 グループ） 

・全体での質疑応答 

15:50〜15:55（5 分） 総括コメント 教育担当理事・学生総合支援機構長 鶴原清志 

15:55〜16:00（5 分） 閉会の挨拶 学生総合支援機構副機構長 冨樫健二 

 

3. 当日の参加状況 

 

○ 学生・教職員の参加状況 

学生支援サミット当日の参加者数は、学生 44 名、教職員 18 名の合計 62 名であっ

た。参加学生の所属学部の内訳は、人文学部 6 名、教育学部 14 名、医学部 7 名、工学

部・工学研究科 9 名、生物資源学部・生物資源学研究科 8 名であった。 

 

○ 当日のグループ構成 

当日は以下の 8 グループに分かれてディスカッション及び全体発表が行われた。 

グループ①：人文学部グループ（人文学部学生 6 名、教職員 1 名） 

グループ②：教育学部Ⅰグループ（教育学部学生 5 名、教職員 1 名） 

グループ③：教育学部Ⅱグループ（教育学部学生 7 名、教職員 1 名） 

グループ④：医学部グループ（医学部学生 5 名、教職員 1 名） 

グループ⑤：工学部グループ（工学部・研究科学生 6 名、教職員 1 名） 

グループ⑥：生物資源学部グループ（生物資源学部学生 5 名、教職員 1 名） 

グループ⑦：教育＆医学部グループ（教育学部・医学部学生 5 名、教職員 2 名） 

グループ⑧：工学＆生物資源学部グループ（工学＆生物資源学部・研究科学生 6 名、教職

員 2 名） 
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4. 当日の流れ 

 

○ 進行スライド 

当日は以下のスライドの通りに進行を行った。 
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○ 講演資料 
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5. 各グループの活動報告 

 

○ グループ①：人文学部グループ 

提案：三重大生専用の掲示板（Moodleなどを使って） 

 

 

 

 

○ グループ②：教育学部Ⅰグループ 

提案：フリースペースの設置 
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○ グループ③：教育学部Ⅱグループ 

提案：「Mietボックス」の設置 

   Mietボックスを使った交流の機会の提供 
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○ グループ④：医学部グループ 

提案：学部・学年間での交流会の開催 

 

 

 

○ グループ⑤：工学部グループ 

提案：スポーツや紙飛行機・ロボット制作、Eスポーツでの交流会 
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○ グループ⑥：生物資源学部グループ 

提案：全学部合同の「三重大学タイム」の創設 
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○ グループ⑦：教育＆医学部グループ 

提案：なんでも質問できる窓口の設置 

   交流やつながりを作れる（学内限定の）掲示板や Moodleの設置 
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○ グループ⑧：工学＆生物資源学部グループ 

提案：受け取る情報を個人でカスタマイズできる掲示板やメール配信システム 
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６．資料 
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９月２８日(木)、「学生支援サミット２０２３ ポストコロナ期におけるメンタルサポート～

三重大生が充実したキャンパスライフを送るには～」を開催しました。 

本サミットは、学生・教職員が協働しながらディスカッションを行い、より良い三重大学と

なるよう考えていく貴重な機会として、学生総合支援機構主催で毎年開催されているイベ

ントで、本年度は学生・教職員６２名が参加しました。 

冒頭、伊藤学長から「コロナ禍で辛い状況を過ごした皆さんをサポートするため，学生の皆

さん自身が大学をどう創りたいか議論していただき、大学がその声を聴いて実現していき

たい。学生と教職員が一体となって大学を創っていきたい。」と開会の挨拶がありました。 

 

 

 

保健管理センター谷井教授の講演「ポストコロナ期のメンタルヘルスについて」の後、学生

総合支援機構障害学生支援センターの風間惇希講師の進行のもと、学生と教職員が８つの

グループに分かれ、ディスカッションを行いました。 
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その後、各グループの活動報告が行われ、三重大生が生き生きと充実した学生生活を送るた

めのアイデア（学部を越えた繋がりが生まれるイベントや情報収集・発信のプラットフォー

ムなど）が多数発表されました。 
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発表後、鶴原教育担当理事から「今回皆さんが学部間の交流を望んでいることを認識したの

で、今後、地域共創プラザ等を活用して交流イベントを検討したい。」と総括がありました。 

最後に、学生総合支援機構副機構長の冨樫教育（学生総合支援）担当副学長から「学生支援

サミットの結果は学生支援事業に活かしているので、今回のアイデア等も精査して可能な

ものは実現していきたい。 

皆さんにはこのような機会を通じて点と点を結んでいき面となっていく様に大きな広がり

に繋げてほしい。三重大学のインフルエンサーの役割を担ってほしい。」と閉会の挨拶があ

りました。 

今回も積極的なディスカッションが行われ、大変有意義なサミットとなりました。 
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 編集：三重大学 学生総合支援機構・学生活動センター 
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